
 

 

 

 

 

 

 
 

『素 直』について 
校 長  中屋 珠美 

２学期は全学年とも体験的な行事があり、また総合防災訓練や合唱コンクールに全校で取組みました。

どんな時も笑顔で頑張る生徒の姿に感動を覚え成長を感じ、『すごいぞ１三中生！』とエールを送ってい

ます。伸びしろの差はあるかもしれません。でも学校生活では一人一人が確実に成長しています。微細

なトラブルが減っているのは、何かあったとき素直に振り返り次に生かしているからでしょう。 

中学生は『大人』になる為に今まで気がつかなかった世の中の『矛盾』や『無常』を感じ、『自分自身』

について考え始める大切な時です。自分について考える時、マイナスばかりが思い浮かび自分に『ダメ

出し』➡正当化するために『言い訳』➡責任を軽くするための『他責（人のせいにする）』➡『だから私

のせいじゃない、私は悪くない』の思考に陥りやすいです。これではせっかくレベルアップする機会を

逃すことになります。では、周囲の大人に相談したらどうでしょうか。大人は長く生きている分経験値

があり視野・考え方・量も広く高いですね。その意味で大人の話に『素直』に耳を傾けることでよりよ

く生きるためのヒントが得られることになります。（反抗期の中学生には受け入れがたい部分が多いか

もしれませんが。） 

 ここで重要なワードは『素直』です。辞書には『性格や態度がひねくれておらず、まっすぐであるこ

と』『心が正しいこと』とあります。また、飾り気がない様子や物事がスムーズに進む進行する様子を表

します。自分の考えに固執するのではなく他人の意見を尊重し受け入れる柔軟さ。表裏がなく人によっ

て態度を変えない。自分の失敗やミスを認められる、など。これらはよりよく生きる上でも大切なこと

です。『素直』になれない時は多くの人がそうであるように、自分に自信がなく否定されたくなかった時

（自分なり
．．．．

に努力をしたのを認めてほしい）素の自分を出すことが恥ずかしかった時（もし素の自分を

出したら周りはどう反応するか不安）プライドが邪魔して他人が認められなかった時（できる自分
．．．．．

はあ

の子より上という思い上がり。相手を認めたら負けだと思う）などの原因が挙げられます。でも『素直』

になることで、未来志向に考え方を変えることができます。 

 

三者面談が始まりました。短時間ではありますが、２学期の生活を振り返りながら『自分の現在
い ま

』を

確認し『未来
これから

』について考え、次の行動を始めるきっかけになる面談であってほしいと思います。生徒

の皆さん、『素直』に耳を傾けてください。きっとこれからのヒントはたくさんあります。 
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保護者の皆様    ２学期は大きな行事がたくさんありました。保護者ボランティアのご協力もあり無事行事も行う

ことができました。ありがとうございました。 

どんな時も笑顔で頑張る生徒の姿は私を幸せにしてくれます。伸びしろの長短は生徒によって差はあるかもしれませんが、

学校生活、集団の中ではしっかり成長しています。これも保護者の皆様のご理解と協力があったからこそ深く感謝申し上

げます。今年も残りわずか。良いお年をお迎えください。 



 

  今後の主な行事 

２学年校外学習 

・目的 英語での体験的な学習活動を通じて、英語を使用する楽しさ、必要性を体感し、英語学習の 

    意欲向上のきっかけとする 

・日時 令和８年２月５日（木） 午前８時 40分から午後３時まで 

・場所 Tokyo Global Gateway（立川英語村） 

・形態 グループごとに行動する 

・その他  当日は、お弁当持参となります。 

                                                     

学校公開（科学の日） 

・目的 本校で実施している海洋教育の一環として、理科の観察・実験や美術、家庭科と連動した教科

横断的な学びを行うことで、科学及びその周辺分野への生徒の興味を喚起させ、次の学びに 

つなげていく 

・日時 12月 20日（土） １時間目から４時間目まで 

・内容 １年生：藻類アート（美術） ２年：イカの解剖、調理（理科、家庭科） ３年：藻類と放射線（理科） 

・その他  (1)イカの解剖実習ボランティアに参加予定の保護者の皆様は、午前９時 40分までに 

第二理科室にお集まりください。 

 

道徳授業地区公開講座（学校公開） 

・目的 授業公開および意見交換を通して学校・家庭・地域社会が一体となった道徳教育を推進する。 

・日時 令和８年２月１４日（土）  ２時間目 道徳授業公開   午前 ９時５０分～午前１０時４０分 

                            ３時間目 協議会         午前１０時５０分～午前１１時４０分 

・授業の内容 生命の尊さ 

 

生徒総会 

 １１月２８日（金）、生徒総会が行われました。生徒会および各委員会の活動方針が示されました。 

生徒は真剣に聴いていました。 



 

 

 

１１月１８日（水）午後に、落ち葉はきボランティアが行われました。これは、生徒の社会貢献力を高め、 

自主性、主体性を育むために、毎年、行われているものです。期末考査後にもかかわらず、多くの生徒が 

参加しました。三中にはボランティア活動が好きな生徒が多く、地域でも大活躍しています。校庭の落ち葉

がなくなり、とてもきれいになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落ち葉はきボランティアについて 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記号の説明 〇：各教科の授業  ☆：総合的な学習の時間  ◎：儀式  △：行事 

         □：その他（委員会等） 

 

 

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1年 2年 3年

1 木 元日

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水 冬季休業終

8 木
始業式

× ◎ 学 ○ ○ × × ◎ 学 ○ ○ × × ◎ 学 ○ ○ × × × × ×

9 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ☆ 食 食 食

10 土

11 日

12 月 成人の日

13 火 × ○ ○ ○ ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 食 食 食

14 水 ○ 道 ○ ○ ○ ○ 道 ○ ○ ○ ○ 道 ○ ○ ○ ○ 食 食 食

15 木 連合生徒会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☆ 食 食 食

16 金
後期

専門中央委員会④
○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ □ 食 食 食

17 土

18 日

19 月 生徒会朝礼⑧
スキー教室前検診AM

（１年希望者）
礼 学 ○ ○ ○ ○ ○ 学 ○ ○ ○ ○ ○ 学 ○ ○ ○ ○ ○ 食 食 食

20 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 食 食 食

21 水 スキー教室（１） ○ △ △ ☆ ☆ ☆ ☆ 道 ○ ○ ○ ○ 道 ○ ○ ○ ○ × 食 食

22 木 スキー教室（１） ○ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☆ × 食 食

23 金 スキー教室（１） ○ ☆ ☆ ☆ ☆ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ☆ × 食 食

24 土

25 日

26 月 都立推薦入試 ○ 学 ○ ○ ○ ○ ○ 学 ○ ○ ○ ○ ○ 学 ○ ○ ○ ○ ○ 食 食 食

27 火 都立推薦入試 ○ ○ ○ ○ ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 食 食 食

28 水 ○ 道 ○ ○ ○ ○ 道 ○ ○ ○ ○ 道 ○ ○ ○ ○ 食 食 食

29 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☆ 食 食 食

30 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ☆ 食 食 食

31 土

１月　行事予定

学校行事
第１学年 第２学年 第３学年 給食実施

日 曜


